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お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
府
中
市

消
防
団
の
広
報
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

第
８
分
団
の
大
清
水
と
申
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
終
息
が
見
え
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を
行
い
、
有
事
の
際
に

備
え
た
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
『
消
防
団
だ
よ
り
』
は
防
災
活
動
の

内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
の
中
で
の
悩
み
事
な
ど
も
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
消
防
団
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
本
間
団
長
の
指
揮
の
下
、
消
防
団
活
動
に
従

事
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

広報委員長  第8分団  団員
大清水　航

▲睦消防組による梯子のり

　

新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ

る
府
中
市
消
防
団
出
初
式
が
、

令
和
５
年
１
月
７
日（
土
）、
府

中
公
園
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
団
の

勇
姿
を
市
民
に
披
露
す
る
と
と

も
に
、
団
員
に
と
っ
て
は
、
日

頃
か
ら
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
の
激
励
を
受
け
、
改
め
て

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

力
を
尽
く
す
こ
と
を
固
く
誓
う

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
22
台
の
ポ

ン
プ
車
等
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー

ド
、
ま
た
会
場
内
で
は
、
睦
消

防
組
に
よ
る
伝
統
の
木
や
り
行

進
、
梯
子
の
り
が
行
わ
れ
、
観

客
を
魅
了
す
る
素
晴
ら
し
い
演

技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
老
澤
副
団
長
に
よ
る
半
鐘

を
合
図
に
式
典
が
始
ま
り
、
表

彰
で
は
高
野
市
長
か
ら
消
防
団

歴
15
年
の
団
員
の
方
々
に
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
間
団
長
か
ら
、

永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
消
防
団

歴
35
年
、
25
年
、
20
年
、
15
年
、

10
年
、
５
年
の
団
員
の
方
々
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
加
藤
府
中
消
防

署
長
よ
り
、
優
良
分
団
表
彰
と

し
て
、
第
1
分
団
、
第
3
分
団
、

第
7
分
団
、
第
13
分
団
、
第
14

分
団
、
第
15
分
団
が
表
彰
さ
れ
、

更
に
日
本
消
防
協
会
か
ら
は
府

中
市
消
防
団
が
優
良
消
防
団
と

し
て
表
彰
さ
れ
、
東
京
都
三
多

摩
消
防
団
連
絡
協
議
会
か
ら
は
、

優
良
分
団
と
し
て
第
3
分
団
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
長

年
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
令
和
４

年
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
団
さ

れ
た
方
々
に
、
総
務
省
消
防
庁

長
官
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
盤
に
は
、
第
1
分

団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
演
技
と

第
14
分
団
、
第
15
分
団
、
第
16

分
団
、
第
17
分
団
、
第
18
分
団

に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▲ 一 斉放水

府
中
市
消
防
団 

出
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令
和
5
年
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７
日（
土
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永
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彰

【
表
彰
を
受
け
て
】

　

令
和
５
年
府
中
市
消
防
団
出

初
式
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
様
ご
臨
席
の
下
、

35
年
永
年
勤
続
表
彰
を
賜
り
ま

し
た
。

　

昭
和
60
年
４
月
に
入
団
し
、

年
号
も
平
成
か
ら
令
和
へ
、
長

い
年
月
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
家
族
の
理
解
や
協
力

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
指
導

い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
仲
間
、
地
域
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

様
々
な
災
害
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
消
防
団
の
役
割
は
大

き
く
、
本
間
団
長
指
揮
の
下
に
団
員
は
一
致
団
結
し
、
日
々
の

訓
練
に
高
い
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
を
通
し
て
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
素
晴

ら
し
い
消
防
団
の
伝
統
を
守
り
、
「
愛
す
る
府
中
」
の
た
め
に

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貢
献
で
き
る
よ
う
気
持
ち
を
引
き
締

め
る
所
存
で
す
。
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第
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令
和
４
年
度
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、
毎
年
12
月
28
日
～
30
日
の

３
日
間
で
行
い
、
警
戒
本
部
を
府
中
市
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
に
、
分
所
を
各
防
災
セ
ン
タ
ー
（
分
団
詰
所
）
に

設
置
し
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
て
警
戒
区
域
内
に
対
す
る

巡
回
広
報
活
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
警
戒
に
お

い
て
は
、
市
長
、
都

議
会
議
員
及
び
府
中

消
防
署
長
が
各
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
巡
察

を
２
日
間
に
分
け
て

行
い
、
各
分
団
に
対

し
て
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒

▶
団
本
部
に
よ
る
巡
察
の
様
子
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私
は
第
9
分
団
で
副
分
団
長
を
し

て
お
り
ま
す
大
川
と
申
し
ま
す
。

　

平
成
14
年
39
歳
11
ヶ
月
で
入
団
を

い
た
し
ま
し
た
。
当
時
こ
の
年
齢
で

入
団
す
る
こ
と
は
と
て
も
珍
し
い
と

多
く
の
方
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
し
て
い
た
た
め
、

消
防
団
と
接
す
る
機
会
が
な
く
こ
の

年
齢
で
の
入
団
と
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
近
所
に
あ
っ
た
お
米

屋
さ
ん
の
方
が
消
防
団
の
方
で
そ
こ

で
お
声
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
団
当
初
5
年
ぐ
ら
い
で
や
め
よ

う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
入

団
後
様
々
な
訓
練
や
地
域
で
の
活
動

に
参
加
す
る
中
で
消
防
団
の
重
要
性

を
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
少
し
や
っ
て
み
よ

う
と
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
気
が
つ

け
ば
20
年
の
歳
月
が
流
れ
、
な
ん
と

今
年
の
４
月
で
還
暦
60
歳
に
な
っ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

地
域
で
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
役
割
は
当
然
あ
り
ま
す
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
活
動
が
楽
し
い
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
年
齢
は
様
々
、
職

業
も
様
々
と
い
う
仲
間
に
囲
ま
れ
て

活
動
を
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
団
員
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
府
中
が
大
好
き
な
こ
と
で
す
。
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
繋
が
り
が
希

薄
に
な
る
中
、
消
防
団
員
の
繋
が
り

は
と
て
も
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
と
何
年
で
き
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
古
稀
分
団
長
を
目
標
に
少

し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

健
康
に
留
意
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。第

9
分
団　

副
分
団
長

大
川　

守

団

員

紹

介

消
防
署
と
消
防
団
の
違
い

　

消
防
署
員
は
消
防
署
に
24
時
間
体
制
で
勤
務
す
る
専
業
の
消
防
職
員
（
消
防
吏

員
）
で
す
。

　

一
方
、
消
防
団
員
は
日
常
で
は
会
社
員
や
自
営
業
者
な
ど
の
他
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
消
火
活
動
、
救
助
活
動
、
警
戒
活
動
、
消
防
防
災
活
動
を
行
う
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
で
す
。

　

消
防
団
の
具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
消
防
署
と
一
体
と
な
り
災
害
活
動

（
消
火
、
救
助
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
活
動
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
以
外
で
、
各
自
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
定
期

的
に
各
分
団
に
集
ま
り
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
町
内
の
見
回
り
や
点
検
、
特
別
警
戒
期

間
（
春
、
秋
、
年
末
）
に
お
け
る
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
日
祝
日
を
利
用
し
て
町
内
の
防
災
訓
練
指
導
、
消
防
技
術
に
係

る
研
修
・
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
専
業
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
府
中
市
内
に
て
生
活
、
仕
事
を

し
て
い
る
為
、
平
常
時
・
非
常
時
問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、
市
民
の
安
心
安
全
を

守
る
役
割
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

第
3
分
団　

団
員　

村
越　

俊
幸

▲消防署にて放水指導。筒先の効果的な持ち方
やホースの補助指導を消防署員に定期的に指導
して貰っています。

▲普段、消防団員はそれぞれ本業の仕事をして
います。しかし昼夜問わず出火報メールや連絡
が来ると現場に駆け付けます。

東京消防庁多摩指令室

府中消防署
※同時に市内４カ所ある出張所にも通知

分梅出張所、朝日出張所、是政出張所、栄町出張所

府中市消防団
※本団と分団があり、分団は18個の分団に分かれています。

（総定員数420名）

119番通報

火災現場では
消防署員と消防団員が連携し、
消火活動を行っています。

出動時の流れ　－火災出動  －

　

『
操
法
と
は
？
』
と
、
初
め
て
聞
い
た
方
に
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
簡
潔
に
言
え

ば
、
水
槽
か
ら
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
吸
い
上
げ
、
吸
い
上
げ
た
水
を
使
っ
て
火
に
見
立
て
た

標
的
に
当
て
る
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
こ
の
中
に
、
規
律
や
安
全
管
理
な
ど
、
消
防
団
活
動
の
基
礎
中
の
基
礎
と
い
え

る
火
災
現
場
で
の
、
動
き
が
入
っ
て
お
り
、
武
道
で
言
う
「
形
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

　

ポ
ン
プ
操
法
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
を
使
い
、
５
人
の
団
員
で
行
い
ま
す
。
５
人
の
内
訳

で
す
が
、
呼
び
名
が
、
指
揮
者
、
１
番
員
、
２
番
員
、
３
番
員
、
４
番
員
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
１
番
か
ら
４
番
ま
で
の
番
手
を
審
査
会
で
や
っ
た
の
は
、
第
18
分
団
の
中

で
は
、
自
分
が
は
じ
め
て
の
様
で
す
。
各
番
手
を
や
っ
た
感
想
は
、
１
番
員
は
、
放
水
の

圧
力
に
ひ
た
す
ら
耐
え
る
。
２
番
員
と
３
番
員
は
、
と
に
か
く
、
早
く
ホ
ー
ス
を
展
張
連

結
し
、
放
水
の
号
令
を
か
け
る
の
が
す
べ
て
。
４
番
員
は
、
正
常
に
ポ
ン
プ
車
か
ら
水
が

出
る
様
に
操
作
し
、
送
水
で
圧
力
を
高
め
す
ぎ
ず
低
す
ぎ
ず
に
注
意
。
あ
と
は
、
各
番
手

す
べ
て
で
、
大
声
を
出
す
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
自
分
は
、
４
番
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
来
栄
え
は
、
前
半
の
送
水

ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
半
で
も
た
つ
い
て
し
ま
い
、
若
干
、
悔
い
の
残
る
審
査

会
で
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
は
、
番
手
以
外
に
も
、
ホ
ー
ス
の
撤
収
な
ど
多
く
の
人
手
が
必
要
な

訓
練
で
す
。
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
訓
練
へ
の
参
加
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
団
員
家
族
や
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
18
分
団　

団
員　

山
浦　

大
和

府
中
市
操
法
審
査
会

●消防団員活動の「あるある」を集めたら、
親しみを持って読んでいただけるのではと、事例を
募集してみたところ、次のようなものが集まりました。

消防団員たちの「
あるある」は、

ちょっぴり愚痴っぽ
いけど…

● 火災出動、各種訓練や定例の点検で、団員それぞれ仕事やプライベートがあるため、人数確保に苦労する。
● 地域の巡回や消火栓・消火器の点検など夜間の作業で、騒音が迷惑なのではと気になる。 
● 休日の訓練や急な火災出動で、家族サービスがおろそかになる時もある。
● 友人に「どうせ飲んでるだけでしょ？」と言われた。
● 夏場の防火服が暑すぎ、毎度汚れる作業着の洗濯、若い世代の入団が少ない、などなど。

　結果、消防団員活動の苦労や悩みについての愚痴っぽいものになってしまいましたが、こういった苦労
や悩みを消防団員の間で分かち合いながら、協力して活動することで仲間意識も強くなり、それが消防団
員活動の魅力という一面もあります。
　また、地域の方々にご理解いただき、感謝や応援の言葉をいただくことも少なくありません。
　消防団員活動では、消防車の運転や放水など通常は経験できないことが経験できたり、実際に乗用車
をつぶしての救助訓練など特殊な訓練に参加できる機会もあります。
　防災についての知識が得られることをはじめ、交通安全講習の受講や応急手当普及員などの各種資格
が取得できることで、地域の防災とともに家族を守る力も身に付けられるうえ、特別職の非常勤地方公務
員として報酬や、災害・訓練の出場の手当支給などもあるので、魅力も多いことは間違いありません。
　消防団に入団して、様々な職業や環境の団員たちと協力して活動する楽しさ、消防団員ならではの経験
を共有してみませんか。

入団についてのお問合せは、
府中市総務管理部 防災危機管理課まで bousai01@city.fuchu.tokyo.jpemail

042-335-4068T E L


